「８１．これはイジメ？イジリ？」
１．指導対象

　　中学校・高等学校
２．教科・科目

　　学級活動，総合的な（探究的な）学習の時間，道徳科，情報科
３．指導意図

　スマートフォンの性能も上がり，誰でも簡単に動画（ムービー）を撮影できるようになった。よく知られた動画公開サイト以外でも，多くのWebサイトが動画投稿を可能にしている。大人から見ると「どうでもいい」動画であるからこそ，自分でもすぐできそうで，ウケをとれそうな気がしてしまう。また，日常のちょっとしたやり取りの場と，不特定多数から見られる場との区別がついていない子どもたちが多数存在する。
　この事例は「自分たちが思うのと同じく受け手は感じるはずだ」と「24時間で消えてしまう場所なので安全だ」という２つの考え違いが招いた失敗である。同じ物を見ても他人が同じく受け取る可能性は低く，あえてわざと誤解して大騒ぎ（炎上という）をするケースもある。24時間で消えるとしても，その間にデジタルデータは簡単にコピーできてしまう。友達にだけに見えていると勘違いすると，悪意の第三者によって広められてしまう可能性に気づけない。
　この事例は大人でも陥りがちなので，「商品や食品の感想が真逆に受け取られる」可能性について，十分注意して行動するように指導することが望ましい。
４．指導目標

　①　自分たちの考えや行動が他人に正しく伝わるとは限らないことを知る。
　②　短い時間で消えてしまう投稿サイトであっても，コピーは簡単にできることを知る。
　③　安易な書き込みは，（友人も含めた）個人情報の漏洩になってしまうことを知る。
５．授業展開例

	学習活動
	教師の支援

	（1） 導入

○ネット上の動画投稿サイトには，どのようなものがあるか考える。
○動画投稿サイトには，どのような動画が上がっているかを考える。
	○大手企業，SNSの機能，個人サイトなど。
○宣伝広告，個人の行動を撮影したものなどが混在。

	（2） 展開

○３人の登場人物がしたことを整理する。
○行動の問題点と改善点を考える。
○注意すべき点を考える。
	○買ってきっかけを作った人，飲んだが撮影されていない人，レポートを強制された人など。
○「ドリンクの回し飲み」，「みんなでの行為を動画に撮ること」，「動画をネットに公開すること」などの観点で問題点と改善点を挙げさせる。
○「動画を見た人はどう感じたか」という他者の受け取り方という点は特に重要。
　問題は自分たちだけでは解決できないので，身近な大人に相談すること。今後は安易な撮影・公開は避けることなど。

	（3） まとめ

○他者の受け取り方の差異や，ネットの拡散性について強く意識する。
	○個人情報が知れ渡って他の生徒にも迷惑が掛かる可能性があることにも触れる。

	（4） 発展
○動画を投稿することによって生じたトラブルが他にも無いか調べてみる。
	○他のバイトテロのコンテンツとも関連付けながら学習もできる。


６．問題事例が発生した際の教師の対処法，問題解決法

　子どもたち本人が自分の使うSNSやブログ等で反論を掲載しても，かえって反響を呼んでしまい情報が拡散してしまうことがある。可能なら情報拡散先のサイト管理者に連絡を取り削除要求をすることになる。学校にかかってくる電話等の対応は管理職が一括対応し，子どもたちや一般教員が個別にインタビュー等を受けることを禁ずるなど，拡散後はやることも多い。
７．指導資料

●セーファーインターネット協会（違法・有害情報を通報するセーフライン）
https://www.safe-line.jp/
　●法務省　子どもの人権110番
http://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken112.html

